資料３

平成20年10月14日
教育企画室：熊谷

平成19年度大学院開設授業科目の集計結果について

１．目的

    平成18年度開設授業科目の分析に引き続き、平成19年度開設科目を対象とした分析を行うことによって、大学院教育の実質化、とくに、成績評価の厳格化等を遂行するための基礎的な資料とすることを目的とする。

２．分析方法、および、集計
平成18年度開設科目の分析と同様、原則としてTWINSのデータを対象としたが、一部、学務部教育企画課において整理している資料を用いて、以下の集計を行った。
(1) 研究科別専攻別“Ａ”評価率別授業科目数〈平成18年度授業科目の分析と同様〉

(2) 研究科別専攻別開設授業科目数、および、履修者無し（履修放棄を含む）の科目数
専攻別開設学期別履修者ゼロ科目数
(3) 専攻別開設学期別授業科目数

(4) 「大学院便覧」変更状況
注：(1)については、受講学生が20名以上の授業科目を対象とした。
３．集計結果資料

  2.(1)関連：Ａ評価の割合
      ・資料3-１ 成績評価状況（全評価中のＡ評価の割合）《一部は平成18年度と併記》独立修士課程／博士前期・修士課程／博士後期・３年制博士課程／

一貫制博士課程／専門職課程

  2.(2)関連:：総科目数、総単位数、履修者０科目、全員放棄科目

      ・資料3-2-1  通常の専攻：独立修士課程／博士前期・修士課程／

博士後期・３年制博士課程／専門職課程／

一貫制博士課程・医学の課程

                   学年進行中の専攻：博士前期・修士課程／博士後期・３年制博士課程

                   募集を停止している専攻：独立修士課程／一貫制博士課程

      ・資料3-2-2  履修者が全員放棄した科目の開設学期
  2.(3)関連：専攻別開設学期別開設科目数

・資料3-3  開設学期別（平成19年度科目）

  2.(4)関連：便覧変更等（平成19年度）

      ・資料3-4-1  便覧変更等 変更事項（理由）一覧

      ・資料3-4-2  便覧作成後の新規開講・便覧変更・科目削除件数

４．集計結果の概要
  (1)  平成18年度と比較して、履修者全員がＡ評価である科目数は減少し、Ａ評価率が60％以下の授業科目数が増加している傾向であり、A評価率のみから判断すると、厳格な成績評価がなされつつある。
  (2)  収容定員に対する開設単位数には、研究科間で大きなバラつきがあり、開設授業科目数を見直す必要があるか否かを検討すべき研究科・専攻がある。
  (3)  収容定員に対する開設授業科目数が多いと履修者ゼロおよび全員放棄の授業科目数が増えるとは、必ずしも言えないが、履修者ゼロの科目が１／４を超える専攻などでは、開設科目の再編成を検討すべきであろう。
(4)  開設科目の再編成の検討に当たって、
１学期開設（1.74％）→２学期開設（2.15％）→３学期開設（3.58％）
と学期が進行するにつれて履修者全員が履修放棄する比率が高まっており、授業科目をどの学期に開設すべきかについて、充分な検討が必要と思われる。
(5)  特別研究や特別演習など大学院開設科目の特殊性は否定できないものの、単学期に開設する科目数が50％を下回る前期課程専攻が多い。
(6)  大学院便覧に掲載されている5,978科目の8.11％に当る485科目の記載内容が変更されている。
記載内容が変更された授業科目のうち16.3％が担当教員の都合によるものである。

また、科目等履修生に大きな影響を与える開設学期、開設曜日・時限、不開講は392（80.8％）に上る。
５．今後のスケジュール等

  (1) 各研究科に専攻別データの送付

 （2008年10月下旬）

  (2) 各研究科・専攻別の分析および対応措置の検討
 （2008年10月下旬～同11月中旬）

  (3) 各研究科・専攻別の分析および対応措置の提出 （2008年11月25日(月)）

  (4) 教育企画室での全学レベルの対応措置の検討
 （2008年11月下旬～同12月上旬）

  (5) 大学院教育会議への提案


 （2008年12月９日）

  (6) 各研究科・専攻別の平成21年度便覧への反映  （2008年12月中旬～2009年１月）

  (7) 平成21年度大学院便覧の確定

 （2009年１月末）


